
128

　◆研究キーワード　／　Keywords
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藻類／テルペノイド合成／炭化水素／植物／二次代謝
algae ／ terpenoid biosynthesis ／ hydrocarbon ／ plant ／ secondary metabolism

・石田麻里子・小池里紗・宮地茉莉江・水野幸一・谷川奈津・加藤美砂子
ツバキ属植物のテオブロミンシンターゼ遺伝子の構造と機能
日本植物学会第 71 回大会（2007 年 9 月、野田）

（1）植物のカフェイン生合成に関与する N- メチルト
ランスフェラーゼ (NMT) に関する研究を行って
いる。カフェイン生合成系を制御する NMT 遺伝
子を単離し、その発現調節機構を調べるととも
に、植物における NMT 遺伝子の多様性から二次
代謝に関与する NMT の機能と進化を研究してい
る。また、カフェインは細胞の中の液胞に蓄積
されるので、カフェインの細胞内輸送メカニズ
ムの研究も行っている。

（2）炭化水素を蓄積する微細藻類の炭化水素生合成
調節機構を研究している。炭化水素生合成に関
する基礎的な知見を得るだけではなく、炭化水
素生産まで視野に入れた研究を行っている。

（3）藻類の有用テルペノイド化合物の生合成経路の
解明を目的とした研究を行っている。

(1)We investigates the structure and function 
of N-methyltransferase involved in caffeine 
biosynthesis.  The regulation in the expression 
of NMT genes isolated by our laboratory and 
the diversity of NMT genes are examined to 
clarify the contribution of NMT on the secondary 
metabolism in plants.  Moreover, we investigate 
the subcellular transport of caffeine into vacuole.   

(2)Our laboratory investigates the biochemical 
pathways involved in  the product ion of 
hydrocarbon , the enzymes that catalyze them, 
and the genes that encode these enzymes.  
Genetic engineering of algae with such genes can 
result in the useful production of hydrocarbon.

(3)There are a lot of useful terpenoids in limited 
species of algae.  We investigate biosynthetic 
pathway of some terpenoids with anti-oxidant 
acticity.

　◆主要業績

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　カリキュラム改正のため、代謝生物学 II を新規に
担当した。植物の代謝調節の基礎的な事項を解説し
た。3 年生対象の選択科目である植物生理工学ではさ
らに進んで植物生理学の最新の知見と共に実用化を
めざした応用研究の現状を解説している。学部向け
には、この他、代謝生物学実習を担当し、植物を材
料とした代謝生物学実験の指導を行なった。
　博士前期課程向けには、植物相関生理学ならびに
同演習を担当し、植物生理学と化学生態学の観点か
ら考察した植物の環境応答に関する講義と演習を行
なった。

　The aim of the undergraduate program in 
metabolic biology II is to understand the basic 
mechanism of plants. In addition, I lecture on the 
hot results and the application in the field of plant 
bioscience in plant physiological engineering.
　The chief aims of the master’ s program in 
ecological plant physiology are to understand the 
plant responses to environmental condition from the 
point of chemical ecology and plant physiology.

　高等植物の二次代謝におけるメチルトランスフェラーゼの多様性に関して多方面からの研究を進める。
　藻類特有のテルペノイド化合物の代謝系の制御と分化について研究を進める。

　地球のすべての生命は、生産者である植物に依存しています。植物の秘密を解き明かすことは、地球の未来
を考えることにもつながっていきます。

　◆研究計画

　◆メッセージ




